
国
産
で
開
発
さ
れ
た
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
「
１２
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上

型
」
の
配
備
が
開
始
さ
れ
る
。
熊
本
県

の
健
軍
駐
屯
地
を
皮
切
り
に
大
分
県
の

湯
布
院
駐
屯
地
、
沖
縄
県
の
勝
連
分
屯

地
へ
の
配
備
が
見
込
ま
れ
る
。

開
発

・
配
備
の
根
拠
と
な
る
の
は
２

０
２
２
年
１２
月
に
閣
議
決
定
し
た
安
保

関
連
３
文
書
だ
。
「我
が
国

へ
の
侵
攻

を
抑
止
す
る
上
で
鍵
と
な
る
の
は
、
ス

タ
ン
ド

・
オ
フ
防
衛
能
力
を
活
用
し
た

反
撃

（敵
基
地
攻
撃
）
能
力
で
あ
る
」

（国
家
安
全
保
障
戦
略
）
と
し
、
敵
の

脅
威
圏
の
外
か
ら
対
処
す
る
ス
タ
ン

ド

・
オ
フ
防
衛
能
力
、
つ
ま
り
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
と
し
た
。

こ
の
と
き
岸
田
文
雄
政
権
は

「専
守

防
衛
に
徹
す
る
」
と
強
調
し
た
が
、
阪

田
雅
裕
元
内
閣
法
制
局
長
官
は
こ
う
指

摘
す
る
。

「
『専
守
防
衛
』
の
神
髄
は
自
衛
隊
が

攻
撃
的
兵
器
を
持
た
ず
、
敵
国
の
領
域

を
直
接
攻
撃
で
き
る
能
力
を
持
た
な

い
、
す
な
わ
ち
役
割
と
機
能
を

『盾
』

に
徹
す
る
と
い
う

一
点
に
お
い
て
で

す
。
自
衛
隊
の
武
力
行
使
は
敵
国
の
軍

隊
な
わ
が
方
の
領
域
外
に
追
い
払
う
の

に
必
要
な
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
外
国

の
領
域
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
し
な
い
、

だ
か
ら
他
国
に
脅
威
を
与
え
る
こ
と
も

な
い
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の

『専

守
防
衛
』
だ
つ
た
は
ず
で
す
」
（２
０
２

３
年
４
月
１４
日

『朝
日
新
聞
」
）

自
衛
隊
が
攻
撃
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
「攻
撃
は
米
軍
に
任
せ
、
自
衛
隊

は
防
御
に
徹
す
る
」
と
い
λヽ
便
割
分
担

が
消
え
、
「専
守
防
衛
」
を
踏
み
越
え
る

と
い
う
の
だ
。

そ
れ
よ
り
前
の
安
倍
晋
三
政
権
は
安

全
保
障
関
連
法
を
制
定
し
、
「密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
」
へ
の
攻
撃
を
存
立

危
機
事
態
と
み
な
し
て
海
外
で
武
力
行

使
で
き
る
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で

き
る
と
憲
法
解
釈
を
変
え
た
。
具
体
的

に
は
、
米
国
や
米
軍
を
守
る
た
め
の
戦

闘
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
健
軍

駐
屯
地
な
ど
に
配
備
さ
れ
る
ミ
サ
イ
ル

は

「防
御
」
の
み
な
ら
ず
、
「攻
撃
」
に

も
使
わ
れ
る
。

日
米
両
政
府
が
念
頭
に
置
く
の
は
台

湾
有
事
へ
の
抑
止
と
対
処
だ
。
抑
止
が

破
れ
れ
ば
、
次
に
は
対
処
、
つ
ま
り
戦

争
に
な
っ
て
敵
基
地
攻
撃
に
踏
み
切
る

こ
と
に
な
る
。
攻
撃
す
れ
ば
必
ず
反
撃

さ
れ
る
か
ら
、
政
府
が
先
島
諸
島
か
ら

の
避
難
先
に
指
定
し
た
九
州
が
最
初
の

攻
撃
対
象
と
な
り
、
沖
縄
も
狙
わ
れ

る
。
避
難
先
や
離
島
に
攻
撃
ミ
サ
イ
ル

を
配
備
す
れ
ば
、
危
険
を
呼
び
込
む
こ

と
に
な
る
の
は
自
明
だ
ろ
う
。

防
衛
省
は
説
明
会
で
「抑
止
が
高
ま

る
」
と
繰
り
返
す
が
、
日
本
全
体
の
抑

止
力
が

一
時
的
に
高
ま

っ
た
と
し
て

も
、
攻
撃
拠
点
の
基
地
は
標
的
に
な

る
。
「危
険
も
招
く
」
と
捕
捉
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
決
し
て
一言
わ
な
い
。

武
力
を
強
め
れ
ば
強
め
る
ほ
ど
安
全

に
な
る
と
い
う
神
話
の
よ
う
な

「武
力

強
化
の
一
本
足
打
法
」
の
行
き
着
く
先

は
核
武
装
論
だ
。
現
に
安
倍
元
首
相
や

参
政
党
の
神
谷
宗
幣
代
表
は
、
米
国
の

核
兵
器
を
日
本
に
置
く
核
共
有
に
つ
い

て
、
議
論
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
閣
議
決
定
や
法
律
が
憲
一法
を
覆
す

「法
の
下
克
上
」
は
最
終
段
階
を
迎
え

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

は
ん
だ
　
し
げ
る
。
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
近
著

に

『パ
ラ
レ
ル
　
憲
法
か
ら
離
れ
る
安
保
政
策
』
（地

平
社
）。

「法
の
下
克
上
」
最
終
段
階
か

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
を
開
始

12式地対艦誘導弾能力向上型。(防衛装備庁提供)
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